


















































































































































































































































































































































































































聖堂の定礎式が執り行われた 1764年 9月 6日の時点では，正面のペディ
メント下部のフリーズに刻まれていたのは「SUB INVOC. S. GENOVEFAE 
D.O.M. A FUN. EXCITAVIT. LUD XV（至高善なる神に，聖ジュヌヴィ
エーヴの加護のもと，ルイ十五世が奉納）」というラテン語の文字であっ
た【図 17】．革命暦 2年（＝1793年）にパンテオンを描いた絵画【図 18】























図 17　P.-A. ドマシー《サント = ジュヌヴィエーヴ聖堂の定礎式




































































図 19　ジャン = ピエール・モワットによるペディメント
（バルタール図「サント = ジュヌヴィエーヴ聖堂ペディメントの
レリーフの変更案，現状の素描」）
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